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下水道管損傷の対応について 

１ 下水道管損傷の概要 
 当課（下水道施設維持課）で実施した令和7年度 西部処理区106号線ほか管路調査業務委託に
おいて、異物侵入による下水道管の損傷を発見した。詳細は以下のとおりである。 
  調査方法︓詳細カメラ調査（自走式テレビカメラ写真参照） 
  発見日 ︓令和８年１月２９日（木） 
  発見箇所︓富士市川成島地先（県道富士停車場線 新富士駅北側） 
  下水道管情報︓天間川成島1058号線 

（1650㎜ HP管 昭和61年 西部浄化センター接続主要幹線） 
  損傷内容︓鉄製の異物が下水道管を貫通。 

（異物侵入写真参照） 
  損傷場所︓上流人孔からL=82.00m付近（位置図参照） 
  異物の特定︓現場調査結果からふじさんめっせ案内看板（商業労政課平成21年設置）と断定 

（拡大図、ふじさんめっせ案内看板写真参照） 
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２ 道路空洞調査 
  道路管理者(県)から、日常点検（目視）、空洞調査を要請 
  空洞調査方式︓地中レーダー式（探査車写真参照） 
  ①地上から地下1.5m（青色部）及び②地下1.5ｍから地下

3.0ｍ（赤色部）の空洞調査を実施（調査イメージ参照） 
  結果  

①及び②とも空洞なし 
 
 
 
 
 
３ 修繕工法 
  コスト、交通影響及び下水道機能等を考慮し３工法を検討中（修繕工法案比較表参照） 

修繕工法案比較表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 今後の予定 
  現在、本年1月から開始したウォーターPPP受託者（コンサル、地元管路組合等）と共同で

対応中（日常点検、調査、設計、工事） 
  今後も継続し、最短での対策完了を目指す。（スケジュール案参照） 
  商業労政課にて３月１９日に案内看板地上部を撤去完了 
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